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──周作クラブ会報──

◆
遠
藤
周
作
の
新
刊
（
単
行
本
）

　
『
毅
然
と
し
て
死
ね
な
い
人
よ
。
そ
れ
で
い

い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。』

�

海
竜
社　

１
４
０
０
円
＋
税

▽
人
生
を
め
ぐ
る
エ
ッ
セ
イ
44
篇

�
１
月
30
日
発
売

◆
遠
藤
周
作
の
新
刊
（
新
書
）

　
『
私
は
私
、
こ
れ
で
よ
し
』

�

河
出
書
房
新
社　

７
６
０
円
＋
税

▽
笑
い
と
遊
び
の
38
篇
の
エ
ッ
セ
イ

�

3
月
10
日
発
売

◆
第
15
回
遠
藤
周
作
原
点
の
旅　

　

長
崎
市
遠
藤
周
作
文
学
館
か
ら

�

唐
津
・
伊
万
里
へ

日　

時　

２
０
１
４
年
５
月
24
日
（
土
）

�

～
26
日
（
月
） 　

内　

容　

�

24
日
午
前
の
羽
田
発
で
長
崎
へ
。

午
後
、
遠
藤
周
作
文
学
館
の
新
企

画
展
「
遠
藤
周
作
の
歴
史
小
説
と

長
崎
―
―『
沈
黙
』『
女
の
一
生
』『
王

の
挽
歌
』
を
中
心
に
」
の
開
場
式

に
出
席
。
そ
の
後
、
記
念
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
て
、
企
画
展
を
見
学
。

文
学
館
内
の
ガ
ラ
ス
張
り
の
喫
茶

室
か
ら
外
海
の
夕
日
を
眺
め
な
が

ら
、
コ
ン
サ
ー
ト
（
特
別
ゲ
ス
ト

歌
手
・
松
田
美
緒
さ
ん
）
を
愉
し

ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。
初
日
は
長

崎
市
泊
。
翌
日
は
佐
賀
県
に
向
か

い
、
メ
イ
ン
は
名
護
屋
城
（
遠
藤

文
学
で
も
馴
染
み
深
い
、
秀
吉
の

大
陸
侵
攻
の
基
地
と
な
っ
た
城
。

「
日
本
の
城
百
選
」
の
一
つ
）
見
学
。

唐
津
泊
。
３
日
目
は
焼
き
物
の
町
・

有
田
へ
行
き
、
窯
を
訪
ね
る
。

問
合
せ　

�

２
泊
３
日
の
フ
ル
コ
ー
ス
は
も
ち

ろ
ん
、
１
泊
だ
け
の
参
加
も
可
能

で
す
の
で
、
左
記
ま
で
ハ
ガ
キ
で

「
要
詳
細
」
と
お
送
り
く
だ
さ
い
。

追
っ
て
旅
行
社
よ
り
詳
し
い
ご
案

内
を
差
し
上
げ
ま
す
。

ハ
ガ
キ
宛
先　

〒
１
５
４
―
０
０
１
１

　
　
　
　

世
田
谷
区
上
馬
４
の
29
の
17

　
　
　
　

加
藤
宗
哉
事
務
所
内　

周
作
ク
ラ
ブ

◆
文
学
セ
ミ
ナ
ー

　

遠
藤
周
作
と
歴
史
小
説　

高
橋
千
劔
破

　

５
月
に
行
わ
れ
る「
遠
藤
周
作
原
点
の
旅
」

の
説
明
会
を
兼
ね
た
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
会
員

と
そ
の
同
伴
者
な
ら
ば
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。『
宿
敵
』
を
中
心
に
語
り
ま
す
。

日　

時　

４
月
26
日
（
土
）
15
時
～
17
時

会　

場　

日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
議
室

　
　
　
　

地
下
鉄
「
茅
場
町
」
下
車
４
分

�
�
�
�

 

０
３-

５
６
１
４-

５
３
９
１

会　

費　

１
０
０
０
円

※
事
前
お
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
直
接
会
場
に
い
ら
し
て
下
さ
い
。
な

お
終
了
後
に
懇
親
会
も
予
定
し
て
い
ま

す
。

◆
遠
藤
文
学
講
座
の
お
知
ら
せ

�

「『
死
海
の
ほ
と
り
』
を
読
む
」

日　

時�

15
月
15
日
、
16
月
12
日
、
５
月
17

日
（
土
）

�
�
�
�

15
時
20
分
～
16
時
50
分

�
�
�
�

（
日
程
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
風
編
集
室
の
Ｈ
Ｐ
か

電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

場　

所�

幼
き
イ
エ
ス
会

�
�
�
�

 

０
３-

３
２
６
１-

０
８
２
５

�
�
�
�

（
四
谷
駅
麹
町
口
前
）

講　

師�

山
根
道
公

受
講
料�

１
回
２
０
０
０
円
（
学
生
半
額
）

申
込
み　

風
編
集
室

�
�
�
�

 
 

０
８
６-

２
２
７-

５
６
６
５

�
�
�
�
 kazehensyuusitu@

gm
ail.com

内　

容�

『
死
海
の
ほ
と
り
』
を
、
実
際
の

聖
地
の
様
子
な
ど
も
紹
介
し
な
が

ら
、
克
明
に
読
み
解
き
、
日
本
人

に
実
感
の
で
き
る
イ
エ
ス
像
を
探

り
ま
す
。

◆
音
楽
座
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

　
「
泣
か
な
い
で
」（
原
作
・
遠
藤
周
作
著

�

『
わ
た
し
が
・
棄
て
た
・
女
』）
公
演

　

作
者
が
「
私
が
も
っ
と
も
好
き
な
女
性
」

と
言
っ
た
「
森
田
ミ
ツ
」
を
主
人
公
と
し
た

昭
和
30
年
代
を
背
景
と
し
た
物
語
の
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
化
で
す
。

上
演
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
２
０
１
４
年
）

　

▼
町
田
公
演　

５
月
24
日
～
27
日　

町
田

市
民
ホ
ー
ル　

▼
愛
知
公
演　

６
月
５
日
～

７
日　

日
本
特
殊
陶
業
市
民
会
館
ビ
レ
ッ
ジ

ホ
ー
ル　

▼
東
京
公
演　

６
月
11
日
～
22
日

　

東
京
芸
術
劇
場
プ
レ
イ
ハ
ウ
ス　

▼
広
島

公
演　

６
月
26
日
～
28
日　

上
野
学
園
ホ
ー

ル　

▼
大
阪
公
演　

７
月
９
日
～
13
日　

シ

ア
タ
ーBRAVA!

　

問
合
わ
せ
は
、
音
楽
座
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・

チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ア
ル
）

０
１
２
０-

５
０
３-

４
０
４
ま
で
。

お
知
ら
せ

◆
編
集
後
記

▼
巻
頭
は
町
田
市
民
文
学
館
で
開
催
中
の
「
遠
藤

周
作
『
侍
』
展
の
レ
ポ
ー
ト
。
記
事
を
書
い
た
神

林
さ
ん
は
同
展
の
担
当
者
で
す
が
、
周
作
ク
ラ
ブ

の
会
員
で
も
あ
り
ま
す
。
同
展
は
３
月
23
日
ま
で
、

ま
だ
の
方
は
ぜ
ひ
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

▼
例
年
通
り
東
京
の
如
水
会
館
で
行
な
わ
れ
た
新

年
会
に
は
、
会
長
・
顧
問
・
三
幹
事
ほ
か
、
新
人

会
員
も
混
え
て
50
人
ほ
ど
が
集
い
、
和
気
藹
々
、

大
原
委
員
の
レ
ポ
ー
ト
に
も
あ
る
よ
う
に
、
楽
し

い
２
時
間
半
で
し
た
。
私
の
首
の
保
護
具
が
、
や

や
目
立
っ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
元
気
な
姿
を
見

せ
る
こ
と
が
で
き
、
一
安
心
で
す
。

▼
原
稿
発
掘
は
一
田
委
員
が
発
掘
し
た
も
の
で
、

遠
藤
周
作
と
狐
狸
庵
の
愉
快
な
架
空
対
談
で
す
。

▼
長
崎
文
学
館
便
り
は
、
昨
年
11
月
の
イ
ベ
ン
ト

の
報
告
と
、
今
年
５
月
の
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ほ

か
の
告
知
。
５
月
に
は
各
地
か
ら
多
く
の
会
員
が

長
崎
を
訪
れ
る
予
定
で
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
。

▼
他
に
も
本
号
は
盛
り
沢
山
の
記
事
で
、
読
み
ご

た
え
が
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
病
み
上
り
の

小
生
に
代
わ
り
金
子
副
編
集
人
の
お
陰
で
す
。

▼
立
春
過
ぎ
て
例
年
に
な
い
大
雪
が
二
度
も
降
り

ま
し
た
。
大
丈
夫
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。�

（
劔
）

「
周
作
ク
ラ
ブ
」
第
54
号

�

２
０
１
4
年
２
月
発
行

■
発 

行 

人　

加
賀　

乙
彦

■
編 

集 

人　

高
橋
千
劔
破

■
副
編
集
人　

金
子　

コ
ウ

■
こ
の
号
の
編
集
者

岡
田
厚
美
、
一
田
佳
希
、
大
原
雄
、

近
藤
恭
弘
、
太
原
正
裕（
HP
）

■
発 

行 

所　

東
京
都
世
田
谷
区
上
馬
４-

29-

17

　
　
　
　
　
　

加
藤
宗
哉
事
務
所
内
「
周
作
ク
ラ
ブ
」

�

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
０-

１
０
９
７-

１
９
７
９

�

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３-

３
４
２
１-

１
５
２
１

●
次
回
の
会
報
発
行
は
5
月
の
予
定
で
す
。


